システムセットアップガイド 



本システムは、コンパクトなびら迫力あるドルビーデジタルや DTS サウンドで、あなたの部屋をホームシアターにを身させます。 

このシステムセットアップガイドでは、はじめてこのシステムをお使いになる方のために、接続と設置のしかたを説明しています。 

A 接続を行う場合、あるいは変更を行ラ場合には、おず電源コードを抜いてください。また電源コードはすべての接続び終わってか 
ら壁のコンセントへ接続してください。 


STnPl 箱を開ける 


付属品のお認 


[ DVD/CD レシーパ’一部の付属品] 



[スピーカー部の付属品] 

C - 

• センタースピーカー X 1 



• フ□ントスピーカー X 2 



• サラウンドスピーカー X 2 



• サブウーファー X 1 


• スピーカースタンド X 2 



• メタルスタンド(フ□ントサラウンド 
ムービー/ミュージック専用） X 2 


• 滑り止めパッド（大 ） X 4 
(サブウーファー用） 

園 

■ 滑り止めパッド（中 ）X 8 
(>< タルスタンド用） 





•滑り止めパッド（ル） X 2 日（フ□ント、セン 
ター、サラウンドスピーカー、スピーカースタ 
ンド用） 


• ネジ X 2 (スピーカースタンド用） 

■ ノブボルト X 4 (>< タルスタンド用） 

でででで 

• スピーカーコード 

4 m (ホ色のフ□ントスピーカー用） X 1 
4 m (白色のフ□ントスピーカー用） X 1 
4 m (緑色のセンタースピーカー用） X 1 
10 m (青色のサラウンドスピーカー用） X 1 
10 m (巧色のサラウンドスピーカー用） X 1 
4 m (紫色のサブウーファー用） X 1 



b テレビと接続します 

付属のビデオコード（黄色のプラグ）を本機の映像出力端子に接続します。 

次に、ビデオコード（黄色のプラグ）の反対側をテレビの映像入力端子 (VIDEO IN ) に接続します。 
本機では、 S 端子や01/□2端子からでわ、テレビと接続することができます。詳しくは、取扱説明 

書の已9ページ 「より鮮明な映像でテレビを見るための接続」 をご覧ください。 


本機の映像出力は、直接テレビに接続してください。 

本機はアナ□グコピープ□テクトち式のコピーガードに対応しているため、本機をビデオ 
デッキを通してテレビに接続したり、ビデオデッキで録画して再生すると、正常な再生びで 
きないことがあります。また、本機をビデオ内蔵テレビに接続すると、コピーガードによつ 
て正常な再生がでさないことびあります。詳しくはお使いのテレビメーカーにお問いをわせ 
ください。 



本体側 



AM ループアンテナを組み立てます 


台を外側に出します。 


突起部を熟こはめます。 


壁に取り付けるには.... 

市販のネジや押しピンなどを使って壁に取り 
完成 付けてから組み■立てます。 



W AM ループアンテナと FM 簡易アンテナを接続します 

コードの被覆を回しながら引き抜さます。 


FM 簡易アンテナ 


AM ループアンテナ 



AM アンテナ接続端テのつめを押しながら、 AM ループアンテナのコードを端テに差し込みます。 

どちらをアース側の端子（ん）につないでちかまいません。 

コードを差し込んだら端子から指を離します。 

AM ループアンテナは、本機からできるだけ離して置くことをお勧めします。 

FM 簡易アンテナは、中央のピンに差し込んでくださし、。 

また FM 簡易アンテナは、たらしておいたり、丸めたままにしないで最も良い受信状態び得5れるように、ピンと張つ t 

てください。 



MCACC セットアップ用マイクを接続します 


〇 6^ 

EJT5P3 接続ずる 


3TEP3 スピーカーの設置 



スピーカーコードをつなぎます 



スピーカー側へ接続するカラーチューブ 


スピーカーコード 


本体側へ接続する 
カラーコネクター 


スピーカー側の端テについては、 スピーカー端子のツ;< を巧しなびら芯線を端子に差し込みます。 
スピーカーコードのカラーチューブのあるほラを端テのホ側（©側）に接続します。カラーチューブ 
のないスピーカーコードは黒い端子の©側に差し込みます。 

(スピーカーコードのカラーチューブの色と、スピーカーの U ア部に貼られてあるラベルの色とを合 
ねせます。） スピ—力—側 



カフーコネクターび付いていない万' 
の先端の被覆は、ねじりながら引を 
抜きます。 




色表示 



本体の スピーカー端テへスピーカーコードのカラーコネクターを差し込みます。 

スピーカーコードはカラーコネクターの 色と同じ色の スピーカー 端子へ差し込みます。 

スピーカー端テは上側と下側とで向さび異なるためカラーコネクターの向さを確認して差し込んでください。 


^ メモ 

♦本スピ- 



力一を本システム政がのアンプで使用しないでください。 故障、火災の原因となることがあります。 
スピーカーコードの芯線がはみ出して、芯線どラしび角ちれたりすると本機に過大な負荷び加わって動作が停止したり、 
故障することがあります。 


裏面の「スピーカー設置ガイド J もあわせてご覧ください。 

サラウンド効果を最大限に引き出すには下図のレーマルサラウンド已 SPOT 設置」をお勧めします。サラウンドスピーカーを設置するスぺース 
が確保でさないとさは、「フ□ントサラウンド 3 SP 日 T 設置」でお楽しみいただくことがでさます。詳しくは裏面の 「スピーカー設置ガイド」 と取 
扱説明書の40〜 4] ページ 「アドバンスドヴラウンド/フ□ントサラウンドモードを選択ずる J をご覧ください。 


ノーマルサラウンド已 SPOT 設置 フ□ントサラウンド 3 SP 0 T 設置 



(すべてのフ□ントサラウンドドが選択できます）（フ□ントサラウンドムービー/ミュージック 

モードのみ選択でさます） 


♦左ちに置いたスピーカーはテレビからは等距離で同じ高さになるよラに設置してください。 

♦センタースピーカーはテレビの下側に置さ、センターチヤンネルの音がテレビと同じ位置か5聴こえるよラにしてください。もしセンタースピー 
力一をテレビの上に置くときは、テープなどを使用して適切な方法で固定してください。固定しないと地震などの外部の振動により、スピーカー 
びテレビか 5 落下してケガをしたり、 スピーカーを破損する原因となります。 

♦サラウンドスピーカーは耳の高さからやや上ちに設置すると効果的です。 

♦サラウンドスピーカーを視聴位置 （ U スニングポジション）から極端に離して設置すると、サラウンド効果び十分に発揮されません。 

♦本機のフ□ント、センター、サラウンドスピーカーはテレビとの近接使用が可能なスピーカーですび、まれに設置のしかたによっては色む5を 
生じる場合があ0ます。その場合は一度テレビの電源を切り、]已分〜30分樓再びスイッチを入れてください。その後わ色むらが残るよラで 
したらスピーカーシステムをテレビから離してご使巧ください。 

•本機のサブウーファーはテレビとのお接使用びできませんのでテレビから離してご使巧くださし' i 。 また、磁気に影響しやすい機器（フ□ッピー 
ディスク、カセットテープ、ビデオテープなど）は本機のサブウーファーから離してお使いください。 

近くに磁石など磁気を発生するものび置かれている場合には、相互作巧によりテレビに色むらを発生する場をびありますので、設置にご注意く 
ださい。 

♦ヴプウーファーは壁に掛けたり、天井に吊るした0して使用しないでください。スピーカーが落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原 
因となります。 



r 



- \ 

♦裏面の 「スピーカー設置ガイド J をご覧になり、スピーカー 

設置のしかたにあわせて使用するスピーカーまたはスタンド 

の底面の角4箇所に滑り止めパッドを貼0付けてください。 




サラウンドの自動設定を行ラためには MC 冉 C 巳セツトアップ用 
マイクの接続び必要です。ラックなどに納めてしまう前にマイク 
を接続しておくことをお勧めします。 


フ□ント フ□ント 陋眉 サラゥンドヴラゥンド' 紫- ^ 

スピーカー (左） スピーカー (ち） スピーカー (左） スピーカー (ち） 卢 \ 

■ ■ 


n % 广壽 fl %! 广言■り r 度 口 r 


サブウーファ- 



裏面の 


_ 岂 .EW . 

至想を入れる 


を参照 
















































































































































































































































































































































































































システムセットアップガイド (裏面) 


3 TEP 4 電源を入れる 


3 TnP 5 再生ずる 


リモコンに電池を入れます 

失印のち向に、裏ブタを開く ケース内に表記されている極性に合 

わせて、乾電池を入れる 


裏ブタを矢印のち向に閉める 


スピーカーの 接続確認をします 

各スピーカーから「ヴー」といラテスト!-ーンを出すことで、正しく接続されているかを確認します。 
サラウンドボタンを押して、 AUTO モードを選択してか 5 LU 下の操作を行います。 



♦ 乾電池のプラス®とマイナス©の向さを電池ケースの表示通りに正しく入れてください。 

♦ 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

♦ 乾電池には同じ形状でわ電圧の異なるわのがあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないでください。 

♦ 長い間 （1 か月政上）使用しないとさは電池の液漏れを防ぐために電池を取り出してください。ちし、液漏れを起こしたとさは、 
ケース内についたあをよく拭き取ってか5新しい電池を入れてください。 

♦不要となった電池を廃棄する場含は、各地ち自治体の指示（条例）に従って処理してください。 


El 電源コードを本体と壁のコンセントに差し込みます 

AC インレット 

電源コードを本体の AC インレットに差し込み、電源コードのプラグ部を壁のコンセントに接続 I ~三'] 

します。 I が j 


初めて電源コードをコンセントにつないだ時は、自動的に電源がオンになりデモモードになりま 
す。詳しくは取扱説明書の] 7ページ 「デモ表示を辭除ずる」 をご覧ください。 




片 電源を入れます 

テレビの電源ボタンおよび本機の電源ボタンを巧して電源を ON にします。 


テレビの入力を切り換えます 

下のテレビ画面が映るよラに、テレビの入力切換ボタンを巧 
して本機と接続している映儘入力を選びます。 



各チヤンネルが自動で 
切り換わり、 

テスト I -ーンが出力さ 
れます。 




を押して、 
音量を上げる 



VOL 20 


「ヴー」といラテスト!-ーンが、すべ 
てのスピーカーから順番に出ることを 
確認します。 

決定ボタンを巧ずとテストトーンは止 
まりまず。 

テストトーンが出力されるスピーカー 
び表示と異なる場合や、テスト!-ーン 
の出ないスピーカーびある場合は、接 
続 S スび考えられます。わラー度裏面 
の接続ち法を確認して、接続をし直し 
て < ださい。 



再生します 



ディスクテーブルを閉 
めると、自動的に再生 
を始めるディスクちあ 
ります。 



再生する ソースに よってはセンター 
スピーカー やサラウンドス ピーカー 
か5音が出ないことびあ0ます。取 
扱説明書の38ページ 「サラウンド再 
生を楽しむ J をご覧にな0、お好み 
に応じて U スニングモードを切り換 
えて < ださい。 



さあ、 DVD の世界を 
お楽しみください！ 




最適な環境で迫力あるサラウンドを楽しむために 


サラウンドの自動設定 ( MCACC ) を行います 

取扱説明書の8ページ 「ヴラウンドの自動設定 （ MCACC )」 をご覧ください。 

マイクを使巧した自動設定で、高精度なサラウンド設定を簡単に短い時間で行ラことがでさます。 



スピーカーの設置のしかた 


• 本機ではサラウンドスピーカーを視聴位置の後ちに設置する「ノーマルサラウンド己 SPOT 設置」とネ見聴位置の前ちに設置する「フ□ントサラウンド 3 SP 0 T 設置」の2つの設置ち法び還択でさます。お客様の U スニングルームの環境に合わせてどち6かの設置をお逞びくださし、。 






ノーマルサラウンド已 SPOT 設置の場合 

U スニングポジションの後方にサラウンドスピ-力-を設 Wf 
置するスペースびある mM 

ときはこのように設置 
することをお勧めしま 
す。 





フ□ント、センター、 
サラウンドスピーカー、 
サブウーファーの底面の 
角4箇所に、滑り止めパ 
ッドを貼り付けます 


フ□ントス ピーカー 

サ ラウンド スピーカー センタースピーカー 


滑り止めバッド（ル) 


サブウーファ- 



滑り止めバッド（大） 




各スピーカーを配置し接続します 

左図のように配置し、表面のシステムセットアップガイドをご覧になり、接続を 
巧ってください。 


KT リスニングモードを還択します 


取扱説明書の3日〜41ページをご覧になり、フ□ントサラウンドモード！;(かの 
U スニングモードを選択しまず。 


J 


t 


フ□ントサラウンド 3 SP 0 T 設置の場合 

U ス ニン グポジションの後方にサラウンドスピーカーを設置するスペースびないときはこのように設置することをお勧めします。 


◎ メモ 




フ□ントサラウンド 3 SP 0 T 設置のときは、サラウンドスピーカーはおずスピーカー 
スタン ド またはメタルスタンドを使って設置してください。 


スピーカースタンドほ用時 


Q 各 スピーカー およびスタンドに 
" 滑り止めパッドを貼り付けます 



フ□ント左センタ_フ□ントち 


サブ 

ウーファー 


(すべてのフ□ントサラウンドモードび 
選おでをます） 


メタルスタンドほ用時 


サ^ン" 公 

/ all - 

つ"、センタ-フ□ントち 


フ□ント左 




ヴブ 
ウーファー 




(フ□ントサラウンドムービー/ 
ミュージックモードのみ選択 
でさます） 


サブウーファー 



滑り止めパッド 
(大） 


フ□ント 
スピーカー 


滑り止めパッド（ル） 


スピーカー 

スタンド 


各 スピーカー およびスタンドに 
滑り止めパッドを貼り付けます 


サブウーファ- 


メタルスタンド 





滑り止めパッド 
(大） 


滑り止めパッド 
仲） 


0 各 スピーカーを 配置し 
接続します 

左図のよ5に配置し、表面のシステム 
セツトアツフガイドをご覧になり、 
接続を巧ってください。 




♦メタルスタンド使用時は、メタル 
スタンドの巧にスピーカーコード 
を通してからスピーカーに接続して 
<ださい。 


〇サラウンド スピーカーに 

スピーカー スタンドを取り付け 
ます 

取り付けには中型のプラスドライバーび必要 
です。スピーカースタンドを付属のネジで下 
図のようにスピーカーへ取り付けます。 



メタルスタンドにフ□ント、 
サラウンド スピーカーを 取り 
付けます 


付属のノブボルトを 
使ってち図のように 
取り付けます。 



Q リスニングモードを選択します 

取扱説明書の4日〜41ページ 「アドバンスドヴラウンド/ 

フ□ントサラウンドモードを選択する」 でエキストラパワー 
を選択したときはサラウンドスピーカーを正面に、フ□ント 
サラウンドムービーとフ□ントサラウンドミュージックを選 
択したとをはスピーカースタンドにある0印が下図のよラに 
水平になるよラに調整します。 

自も A 


エキストラパワー 


フ□ントサラウンドムービー 
フ□ントヴラウンドミュージック 


リスニングモードを選択します 

取扱説明書の4日〜41ページ 「アドバンスドサラウンド/ 
フ□ントサラウンドモードを選択する」 をご覧になり、 

フ□ントサラウンドムービーまたはフ□ントサラウンド 
ミ ユ_ ジックモードを選おします。 

it 

フ□ントサラウンドムービー 
フ□ントサラウンド-ュージック 


J 


スピーカーを壁に掛けてほう場合 


• ノーマルサラウンド已 SPOT 設置のとさは、フ□ント、センター、サラウンドスピーカーを壁に 
掛けることびできます。 

• フ□ントサラウンド 3 SP 0 T 設置のときは、フ□ント(メタルスタンドを使用しないとき)、セン 
タースピーカーを壁に掛けることびできます。 


• 壁に取0付ける場合は、重量■取付ち法によっては落下•転倒などの危険性があります。事故のないよラ 
に十分を意してください。 

• 設置•据付場所は重量に十分耐え得る強度を持つ場所を選んでください。強度などが不明の場合は、専門 
業者にご相談ください。 

• 壁に取0付けるためのネジは付属していません。柱や壁の強度や材質に合わせたわのを使用してください。 
• 据付け-取り付けの不備、誤使用、改造、天災などによる事故損傷については、弊社は一切責任を負いま 
せん。 

• メタルスタンドを使用したときは、センタースピーカーのみ壁に掛けることがでをます。 



⑥ 2006 パイオニアお式会社禁無断転載 


ハ。イオニア巧式会な 添巧 3 - 8 目目 4 ま京都目黒区目點 T 目 4 番1号 く ARA 721 曰- A > 
































































































































































































































































































































